
 

 
平成 28 年度に西牟婁振興局「医療と介護の連携推進会議」おいて作成された「退院調
整ルール」の運用を開始してから５年が過ぎました。圏域内の病院、居宅介護支援事業所
及び地域包括支援センターの皆様のご協力で、ルールのメンテナンスと新たな課題の解決
方策の検討を行うため「退院調整に関するアンケート調査」を例年どおり令和２年９月か
ら１１月にかけて実施しました。アンケート結果を協議するため例年開催されていた「退
院調整ルール部会」は、新型コロナウイルス感染症対策の影響のため今年度開催を見送
りました。「退院調整もれ率」は調査を開始して初めて 30％を切り大きな改善が見
られました。今後も一層「退院調整ルール」への理解を深め定着を図りましょう。  
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図１ 退院調整もれ率（年度別）単位：％
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退院調整もれ率は調査開始以来最も低い結果に、特に介護対象者は大幅に改善 
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○ケアマネジャー対象の調査によると、退院調整もれ率については、調査開始（H27 年 34.1％）

以来、最も低く（26.4％）なりルールが徐々に定着してきたと考えられます。【図１】 

特に介護対象者については 16.2％と調査開始時点の 25.9％から大幅に改善されました。一

方、要支援対象者のもれ率は昨年度（50.8％）より少し悪化（54.2％）しており、調整もれにな

る個別の理由はあるものの昨年に引き続き改善を図る必要があることが分かりました。 

〇この５年間のアンケート結果を見ると、入院時については情報提供率が 90％を超えるなどほ

ぼ定着していることから、退院時についても同程度の連携が求められます。今後は「もれ率」

の数字の改善を目指すだけでなく「連携の質の向上」を図ることも大切となります。 

〇今年度の調査で特徴的なことは新型コロナウイルス感染症による影響を報告した事業所が少な

からず見られたことです。入院中の面会が制限されていて患者の状態の把握に苦労したことや多

人数のカンファレンスの開催が見送られたケースがありました。一方、医療と介護の関係者の間

で良好な関係が築かれている場合では電話等で退院調整がスムーズに行われているケースがある

など、より良い連携のためにはお互いが顔の見える関係をつくることが大切な第一歩であること

が再認識されました。今後は「くろしお NET」等の ICT を活用した連携方策の検討も必要とされ

ます。それぞれの職場で研鑽を深め、包括的かつ継続的な医療と介護の提供を推進しましょう。 

R3.3.5 

より良い医療と介護の連携へ、さらなるルールの定着を!! 
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図２��退院調整を見える化したシート 

図３��連携手順CHECK BOX 


